
                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

名古屋大学大学院生命農学研究科附属鳥類バイオサイエンス研究センターの鈴木孝幸

准教授、松田洋一教授らと量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所の小池 学上

席研究員らとの共同研究グループは、日本の天然記念物であるニワトリ品種、矮鶏（チ

ャボ）特有の形を生み出す遺伝子を発見しました。チャボは小柄で短脚（手足が短い）

という珍しい形態をしていることから、古くから愛玩用の鳥として日本全国の小学校や

愛鶏家の間で飼育されてきた、日本人にとって馴染みのある鶏です。江戸時代には大名

の間で何十両という高額な値段で取り引きされていました。この他にも、チャボの卵を

温めると 1/4 の卵で雛が孵化しないことが知られており、チャボ特有の形を作る遺伝子

との関係が指摘されてきました。今回の私たちの研究で、チャボではき起こされるDNA 損傷の修復メカニズムをチャボで解明することで、放射線の生体への

影響の解明や放射線治療の高度化（放射線がん治療の効果を高める分子標的薬の開発な

ど）に役立つことが期待されます。 

 この研究成果は、令和 2 年 3 月 25 日付け（日本時間 15 時）英科学誌コミュニケーシ

ョンズバイオロジー電子版に掲載されました。  

 

天然記念物であるチャボ特有の形態を生み出す遺伝子を発見！ 
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図１：成体のチャボのオスとチャボの卵の写真 

 

【研究の内容】 

今回私たちは、チャボ特有の形を作る遺伝子を同定するために、遺伝学の方法を用い

ました。具体的にはチャボと手足の長さの正常なニワトリをかけあわせ、得られた卵を

たくさん孵化させました。そしてこの子どもたちが大きくなった後にランダムにかけあ

わせを行い、チャボのように手足が短いものと正常なもの、手足が極端に短く孵化前に

死んでしまうものに分けてそれぞれの遺伝子の配列を比較しました。また、これらの分

子メカニズムを解明するために、発生生物学や分子細胞生物学の手法を用いて解析を行

いました。その結果、手足が短い個体では、骨を長く成長させる遺伝子であるインディ

アンヘッジホッグ(IHH)と切断された DNA の修復を行う NHEJ1 という 2 つの遺伝子が同

時に壊れてなくなっていることが分かりました。この結果から、日本全国で飼育されて

いるチャボはインディアンヘッジホッグ遺伝子が壊れているために手足が短くなるこ

とが分かりました。分子細胞生物学研究の結果、ニワトリの NHEJ1 タンパク質はヒトの

NHEJ1 タンパク質と同様に、Ku(Ku70/Ku80)タンパク質依存的な DNA 二本鎖切断修復機

構で働くために、DNA 損傷が生じた直後に損傷 DNA に集まり修復する能力を持つことが

分かりました。一方、チャボの壊れた NHEJ1 遺伝子は Ku タンパク質と結合する部分を

コードする遺伝子領域が壊れていることが分かりました。また、手足が短い個体から採

取した細胞に放射線を照射し二本鎖 DNA を切断すると、修復を行うための NHEJ1 遺伝子
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